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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉ
【化３０】

の化合物、あるいはその薬学的に受容可能な塩、溶媒和物、および／またはエステルであ
って、式Ｉにおいて、
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　Ｘ１は、-Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、－Ｓ（Ｏ）－、および－Ｓ（Ｏ２）－、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ６

－からなる群より選択され；
　Ｘ２は、-Ｏ－、-ＮＲ６－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ６－、－ＯＣ（Ｏ）ＮＲ６－、－ＮＲ６－、
および－ＮＲ６Ｃ（Ｏ）Ｏ－からなる群より選択され；
　Ｌは、共有結合、アルキレン、および-ＣＨＲ７－からなる群より選択され；
　Ｒ１は、アリール、ヘテロアリール、アリールアルキル、およびヘテロアリールアルキ
ルからなる群より選択され；
　各Ｒ２は独立して、Ｈ、アルキル、アリールアルキル、ヘテロシクリルアルキル、およ
びシクロアルキルアルキルからなる群より選択され、ここで少なくとも１つのＲ２は、ア
ルキル、アリールアルキル、ヘテロシクリルアルキルまたはシクロアルキルアルキルであ
り；
　Ｒ３は、ヘテロシクリル、アリール、ヘテロアリール、アリールアルキル、およびヘテ
ロアリールアルキルからなる群より選択され；
　Ｒ４およびＲ５は各々独立して、Ｈ、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクリル、シ
クロアルキルアルキル、アリールアルキル、およびヘテロシクリルアルキルからなる群よ
り選択され；
　各Ｒ６は独立して、Ｈ、アルキル、およびシクロアルキルからなる群より選択され；そ
して
　Ｒ７は、Ｈ、アルキル、置換アルキル、およびヘテロシクリルアルキルからなる群より
選択され；
　ここでＲ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６およびＲ７の各アリール、ヘテロアリール
、シクロアルキル、ヘテロシクリル、シクロアルキルアルキル、ヘテロシクリルアルキル
、アリールアルキル、およびヘテロアリールアルキルは、置換されていないかまたは置換
されている、
化合物。
【請求項２】
　少なくとも１つのＲ２が置換アリールアルキルまたは非置換アリールアルキルである、
請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　Ｘ１が-Ｃ（Ｏ）－Ｏ－または-Ｓ（Ｏ２）－である、請求項１または２に記載の化合物
。
【請求項４】
　-Ｌ－Ｘ２－が-ＣＨＲ７－ＮＲ６－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ６－または-Ｏ－である、請求項１
～３のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項５】
　式ＩＩまたは式ＩＩＩ
【化３１】
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の構造を有する、請求項１～４のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項６】
　式ＩＩのＲ１が、非置換チアゾリルメチルまたは置換チアゾリルメチルである、請求項
５に記載の化合物。
【請求項７】
　Ｒ３が、置換ヘテロシクリルまたは非置換ヘテロシクリル、あるいは置換ヘテロアリー
ルアルキルまたは非置換ヘテロアリールアルキルである、請求項５に記載の化合物。
【請求項８】
　Ｒ７が非置換ヘテロシクリルアルキルまたは置換ヘテロシクリルアルキルである、請求
項５に記載の化合物。
【請求項９】
　式ＩＩＩのＲ１が置換アリールまたは非置換アリールである、請求項５に記載の化合物
。
【請求項１０】
【化３２】
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【化３３】
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【化３４】

からなる群より選択される、請求項１に記載の化合物；あるいは
その薬学的に受容可能な塩、溶媒和物、エステル、および／または立体異性体。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の化合物、あるいはその薬学的に受容可能な塩、
溶媒和物、および／またはエステル、ならびに薬学的に受容可能なキャリアまたは賦形剤
を含有する、薬学的組成物。
【請求項１２】
　少なくとも１種のさらなる治療剤をさらに含有する、請求項１１に記載の薬学的組成物
。
【請求項１３】
　前記少なくとも１種のさらなる治療剤が、ＨＩＶプロテアーゼ阻害化合物、ＨＩＶの逆
トランスクリプターゼの非ヌクレオシドインヒビター、ＨＩＶの逆トランスクリプターゼ
のヌクレオシドインヒビター、ＨＩＶの逆トランスクリプターゼのヌクレオチドインヒビ
ター、ＨＩＶインテグラーゼインヒビター、ｇｐ４１インヒビター、ＣＸＣＲ４インヒビ
ター、ｇｐ１２０インヒビター、ＣＣＲ５インヒビター、カプシド重合インヒビター、イ
ンターフェロン、リバビリンアナログ、ＮＳ３プロテアーゼインヒビター、α－グルコシ
ダーゼ１インヒビター、肝臓保護物質、ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビター、ＨＣＶを
処置するための他の薬物、ならびにこれらの組み合わせからなる群より選択される、請求
項１２に記載の薬学的組成物。
【請求項１４】
　（１）前記ＨＩＶプロテアーゼインヒビターが、アンプレナビル、アタザナビル、ホス
アンプレナビル、インジナビル、ロピナビル、リトナビル、ネルフィナビル、サキナビル
、チプラナビル、ブレカナビル、ダルナビル、ＴＭＣ－１２６、ＴＭＣ－１１４、モゼナ
ビル（ＤＭＰ－４５０）、ＪＥ－２１４７（ＡＧ１７７６）、Ｌ－７５６４２３、ＲＯ０
３３４６４９、ＫＮＩ－２７２、ＤＰＣ－６８１、ＤＰＣ－６８４、ＧＷ６４０３８５Ｘ
、ＤＧ１７、ＰＰＬ－１００、ＤＧ３５、およびＡＧ　１８５９からなる群より選択され
；
　（２）前記ＨＩＶの逆トランスクリプターゼの非ヌクレオシドインヒビターが、カプラ
ビリン、エミビリン、デラビルジン、エファビレンツ、ネビラピン、（＋）カラノリドＡ
、エトラビリン、ＧＷ５６３４、ＤＰＣ－０８３、ＤＰＣ－９６１、ＤＰＣ－９６３、Ｍ
ＩＶ－１５０、およびＴＭＣ－１２０、ＴＭＣ－２７８（リルピビリン）、エファビレン
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ツ、ＢＩＬＲ　３５５　ＢＳ、ＶＲＸ　８４０７７３、ＵＫ－４５３０６１、およびＲＤ
ＥＡ８０６からなる群より選択され；
　（３）前記ＨＩＶの逆トランスクリプターゼのヌクレオシドインヒビターが、ジドブジ
ン、エムトリシタビン、ジダノシン、スタブジン、ザルシタビン、ラミブジン、アバカビ
ル、アムドキソビル、エルブシタビン、アロブジン、ＭＩＶ－２１０、ラシビル（±－Ｆ
ＴＣ）、Ｄ－ｄ４ＦＣ、エムトリシタビン、ホスファジド、ホジブジンチドキシル、アプ
リシチビン（ＡＶＸ７５４）、アムドキソビル、ＫＰ－１４６１、およびフォサルブジン
チドキシル（旧名称ＨＤＰ　９９．０００３）からなる群より選択され；
　（４）前記ＨＩＶの逆トランスクリプターゼのヌクレオチドインヒビターが、テノホビ
ルおよびアデホビルからなる群より選択され；
　（５）前記ＨＩＶインテグラーゼインヒビターが、クルクミン、クルクミンの誘導体、
チコリ酸、チコリ酸の誘導体、３，５－ジカフェオイルキナ酸、３，５－ジカフェオイル
キナ酸の誘導体、オーリントリカルボン酸、オーリントリカルボン酸の誘導体、コーヒー
酸フェネチルエステル、コーヒー酸フェネチルエステルの誘導体、チロホスチン、チロホ
スチンの誘導体、ケルセチン、ケルセチンの誘導体、Ｓ－１３６０、ジンテビル（ＡＲ－
１７７）、Ｌ－８７０８１２、およびＬ－８７０８１０、エルビテグラビル、ＭＫ－０５
１８（ラルテグラビル）、ＢＭＳ－５３８１５８、ＧＳＫ３６４７３５Ｃ、ＢＭＳ－７０
７０３５、ＭＫ－２０４８、およびＢＡ　０１１からなる群より選択され；
　（６）前記ｇｐ４１インヒビターが、エンフュービルタイド、シフビルチド、ＦＢ００
６Ｍ、およびＴＲＩ－１１４４からなる群より選択され；
　（７）前記ＣＸＣＲ４インヒビターがＡＭＤ－０７０であり；
　（８）前記侵入阻害剤がＳＰ０１Ａであり；
　（９）前記ｇｐ１２０インヒビターがＢＭＳ－４８８０４３またはＢｌｏｃｋＡｉｄｅ
／ＣＲであり；
　（１０）前記Ｇ６ＰＤおよびＮＡＤＨオキシダーゼインヒビターがイムニチンであり；
　（１１）前記ＣＣＲ５インヒビターが、アプラビロック、ビクリビロック、マラビロッ
ク、ＰＲＯ－１４０、ＩＮＣＢ１５０５０、ＰＦ－２３２７９８（Ｐｆｉｚｅｒ）、およ
びＣＣＲ５ｍＡｂ００４からなる群より選択され；
　（１２）前記ＨＩＶを処置するための他の薬物が、ＢＡＳ－１００、ＳＰＩ－４５２、
ＲＥＰ　９、ＳＰ－０１Ａ、ＴＮＸ－３５５、ＤＥＳ６、ＯＤＮ－９３、ＯＤＮ－１１２
、ＶＧＶ－１、ＰＡ－４５７（ベビリマト）、アンプリゲン、ＨＲＧ２１４、サイトリン
、ＶＧＸ－４１０、ＫＤ－２４７、ＡＭＺ　００２６、ＣＹＴ　９９００７Ａ－２２１　
ＨＩＶ、ＤＥＢＩＯ－０２５、ＢＡＹ　５０－４７９８、ＭＤＸ０１０（イピリムマブ）
、ＰＢＳ　１１９、ＡＬＧ　８８９、およびＰＡ－１０５００４０（ＰＡ－０４０）から
なる群より選択され；
　（１３）前記インターフェロンが、ＰＥＧ化ｒＩＦＮ－α２ｂ、ＰＥＧ化ｒＩＦＮ－α
２ａ、ｒＩＦＮ－α２ｂ、ｒＩＦＮ－α２ａ、コンセンサスＩＦＮα（インフェルゲン）
、フエロン、レアフェロン、インターマックスα、ｒ－ＩＦＮ－β、インフェルゲン＋ア
クティミューン、ＩＦＮ－ωとＤＵＲＯＳ、アルブフェロン、ロクテロン、アルブフェロ
ン、レビフ、経口インターフェロンα、ＩＦＮα－２ｂ　ＸＬ、ＡＶＩ－００５、ＰＥＧ
－インフェルゲン、およびＰＥＧ化ＩＦＮ－βからなる群より選択され；
　（１４）前記リバビリンアナログが、レベトール、コペガス、およびビラミジン（タリ
バビリン）からなる群より選択され；
　（１５）前記ＮＳ５ｂポリメラーゼインヒビターが、ＮＭ－２８３、バロピシタビン、
Ｒ１６２６、ＰＳＩ－６１３０（Ｒ１６５６）、ＨＣＶ－７９６、ＢＩＬＢ　１９４１、
ＸＴＬ－２１２５、ＭＫ－０６０８、ＮＭ－１０７、Ｒ７１２８（Ｒ４０４８）、ＶＣＨ
－７５９、ＰＦ－８６８５５４、およびＧＳＫ６２５４３３からなる群より選択され；
　（１６）前記ＮＳ３プロテアーゼインヒビターが、ＳＣＨ－５０３０３４（ＳＣＨ－７
）、ＶＸ－９５０（テラプレビル）、ＢＩＬＮ－２０６５、ＢＭＳ－６０５３３９、およ
びＩＴＭＮ－１９１からなる群より選択され；
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　（１７）前記α－グルコシダーゼ１インヒビターが、ＭＸ－３２５３（セルゴシビル）
およびＵＴ－２３１Ｂからなる群より選択され；
　（１８）前記肝臓保護物質が、ＩＤＮ－６５５６、ＭＥ　３７３８、ＬＢ－８４４５１
、およびＭｉｔｏＱからなる群より選択され；
　（１９）前記ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビターが、ベンゾイミダゾール誘導体、ベ
ンゾ－１，２，４－チアジアジン誘導体、フェニルアラニン誘導体、Ａ－８３１、および
Ａ－６８９からなる群より選択され；そして
　（２０）前記ＨＣＶを処置するための他の薬物が、ザダキシン、ニタゾキサニド（アリ
ネア）、ＢＩＶＮ－４０１（ビロスタット）、ＰＹＮ－１７（アルチレックス）、ＫＰＥ
０２００３００２、アクチロン（ＣＰＧ－１０１０１）、ＫＲＮ－７０００、シバシル、
ＧＩ－５００５、ＡＮＡ－９７５、ＸＴＬ－６８６５、ＡＮＡ　９７１、ＮＯＶ－２０５
、タルバシン、ＥＨＣ－１８、ＮＩＭ８１１、ＤＥＢＩＯ－０２５、ＶＧＸ－４１０Ｃ、
ＥＭＺ－７０２、ＡＶＩ　４０６５、バビツキシマブ、オグルファニド、およびＶＸ－４
９７（メリメポジブ）からなる群より選択される、
請求項１３に記載の薬学的組成物。
【請求項１５】
　シトクロムＰ４５０モノオキシゲナーゼにより代謝される薬物の薬物速度論を改善する
か、または血漿中レベルを上昇させるための組成物であって、薬物速度論を改善するかま
たは血漿中レベルを上昇させる有効量の、請求項１～１０のいずれか１項に記載の化合物
、あるいはその薬学的に受容可能な塩、溶媒和物、および／またはエステルを含有する、
組成物。
【請求項１６】
　前記組成物が、前記薬物と組み合わせて投与されることを特徴とする、請求項１５に記
載の組成物。
【請求項１７】
　前記シトクロムＰ４５０により代謝される薬物が、ＨＩＶプロテアーゼ阻害化合物、Ｈ
ＩＶの逆トランスクリプターゼの非ヌクレオシドインヒビター、ＨＩＶの逆トランスクリ
プターゼのヌクレオシドインヒビター、ＨＩＶの逆トランスクリプターゼのヌクレオチド
インヒビター、ＨＩＶインテグラーゼインヒビター、ｇｐ４１インヒビター、ＣＸＣＲ４
インヒビター、ｇｐ１２０インヒビター、ＣＣＲ５インヒビター、カプシド重合インヒビ
ター、ＨＩＶを処置するための他の薬物、インターフェロン、リバビリンアナログ、ＮＳ
３プロテアーゼインヒビター、α－グルコシダーゼ１インヒビター、肝臓保護物質、ＨＣ
Ｖの非ヌクレオシドインヒビター、ＮＳ５ａインヒビター、ＮＳ５ｂポリメラーゼインヒ
ビター、ＨＣＶを処置するための他の薬物、またはこれらの混合物である、請求項１６に
記載の組成物。
【請求項１８】
　前記薬物が、６－（３－クロロ－２－フルオロベンジル）－１－（（２Ｓ）－１－ヒド
ロキシ－３－メチルブタン－２－イル）－７－メトキシ－４－オキソ－１，４－ジヒドロ
キノリン－３－カルボン酸またはアタザナビルである、請求項１７に記載の組成物。
【請求項１９】
　前記薬物と、請求項１～１０のいずれか１項に記載の化合物または塩とが、単一の組成
物として患者に投与されることを特徴とする、請求項１５に記載の組成物。
【請求項２０】
　投与される請求項１～１０のいずれか１項に記載の化合物の量が、シトクロムＰ４５０
モノオキシゲナーゼを阻害するために有効であることを特徴とする、請求項１５に記載の
組成物。
【請求項２１】
　ＨＩＶ感染を処置するための組成物であって、該組成物は、治療有効量の請求項１～１
０のいずれか１項に記載の化合物、あるいはその薬学的に受容可能な塩、溶媒和物、およ
び／またはエステルを含有し、該組成物は、治療有効量の１種以上のさらなる治療剤と組
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み合わせて投与されることを特徴とし、該さらなる治療剤は、ＨＩＶプロテアーゼ阻害化
合物、ＨＩＶの逆トランスクリプターゼの非ヌクレオシドインヒビター、ＨＩＶの逆トラ
ンスクリプターゼのヌクレオシドインヒビター、ＨＩＶの逆トランスクリプターゼのヌク
レオチドインヒビター、ＨＩＶインテグラーゼインヒビター、ｇｐ４１インヒビター、Ｃ
ＸＣＲ４インヒビター、ｇｐ１２０インヒビター、Ｇ６ＰＤおよびＮＡＤＨオキシダーゼ
インヒビター、ＣＣＲ５インヒビター、ＨＩＶを処置するための他の薬物、およびこれら
の混合物からなる群より選択される、組成物。
【請求項２２】
　（１）前記ＨＩＶプロテアーゼインヒビターが、アンプレナビル、アタザナビル、ホス
アンプレナビル、インジナビル、ロピナビル、リトナビル、ネルフィナビル、サキナビル
、チプラナビル、ブレカナビル、ダルナビル、ＴＭＣ－１２６、ＴＭＣ－１１４、モゼナ
ビル（ＤＭＰ－４５０）、ＪＥ－２１４７（ＡＧ１７７６）、Ｌ－７５６４２３、ＲＯ０
３３４６４９、ＫＮＩ－２７２、ＤＰＣ－６８１、ＤＰＣ－６８４、ＧＷ６４０３８５Ｘ
、ＤＧ１７、ＰＰＬ－１００、ＤＧ３５、およびＡＧ　１８５９からなる群より選択され
；
　（２）前記ＨＩＶの逆トランスクリプターゼの非ヌクレオシドインヒビターが、カプラ
ビリン、エミビリン、デラビルジン、エファビレンツ、ネビラピン、（＋）カラノリドＡ
、エトラビリン、ＧＷ５６３４、ＤＰＣ－０８３、ＤＰＣ－９６１、ＤＰＣ－９６３、Ｍ
ＩＶ－１５０、およびＴＭＣ－１２０、ＴＭＣ－２７８（リルピビリン）、エファビレン
ツ、ＢＩＬＲ　３５５　ＢＳ、ＶＲＸ　８４０７７３、ＵＫ－４５３０６１、およびＲＤ
ＥＡ８０６からなる群より選択され；
　（３）前記ＨＩＶの逆トランスクリプターゼのヌクレオシドインヒビターが、ジドブジ
ン、エムトリシタビン、ジダノシン、スタブジン、ザルシタビン、ラミブジン、アバカビ
ル、アムドキソビル、エルブシタビン、アロブジン、ＭＩＶ－２１０、ラシビル（±－Ｆ
ＴＣ）、Ｄ－ｄ４ＦＣ、エムトリシタビン、ホスファジド、ホジブジンチドキシル、アプ
リシチビン（ＡＶＸ７５４）、アムドキソビル、ＫＰ－１４６１、およびフォサルブジン
チドキシル（旧名称ＨＤＰ　９９．０００３）からなる群より選択され；
　（４）前記ＨＩＶの逆トランスクリプターゼのヌクレオチドインヒビターが、テノホビ
ル、およびアデホビルからなる群より選択され；
　（５）前記ＨＩＶインテグラーゼインヒビターが、クルクミン、クルクミンの誘導体、
チコリ酸、チコリ酸の誘導体、３，５－ジカフェオイルキナ酸、３，５－ジカフェオイル
キナ酸の誘導体、オーリントリカルボン酸、オーリントリカルボン酸の誘導体、コーヒー
酸フェネチルエステル、コーヒー酸フェネチルエステルの誘導体、チロホスチン、チロホ
スチンの誘導体、ケルセチン、ケルセチンの誘導体、Ｓ－１３６０、ジンテビル（ＡＲ－
１７７）、Ｌ－８７０８１２、およびＬ－８７０８１０、エルビテグラビル、ＭＫ－０５
１８（ラルテグラビル）、ＢＭＳ－５３８１５８、ＧＳＫ３６４７３５Ｃ、ＢＭＳ－７０
７０３５、ＭＫ－２０４８、およびＢＡ　０１１からなる群より選択され；
　（６）前記ｇｐ４１インヒビターが、エンフュービルタイド、シフビルチド、ＦＢ００
６Ｍ、およびＴＲＩ－１１４４からなる群より選択され；
　（７）前記ＣＸＣＲ４インヒビターがＡＭＤ－０７０であり；
　（８）前記侵入阻害剤がＳＰ０１Ａであり；
　（９）前記ｇｐ１２０インヒビターが、ＢＭＳ－４８８０４３またはＢｌｏｃｋＡｉｄ
ｅ／ＣＲであり；
　（１０）前記Ｇ６ＰＤおよびＮＡＤＨオキシダーゼインヒビターがイムニチンであり；
　（１１）前記ＣＣＲ５インヒビターが、アプラビロック、ビクリビロック、マラビロッ
ク、ＰＲＯ－１４０、ＩＮＣＢ１５０５０、ＰＦ－２３２７９８（Ｐｆｉｚｅｒ）、およ
びＣＣＲ５ｍＡｂ００４からなる群より選択され；
　（１２）前記ＨＩＶを処置するための他の薬物が、ＢＡＳ－１００、ＳＰＩ－４５２、
ＲＥＰ　９、ＳＰ－０１Ａ、ＴＮＸ－３５５、ＤＥＳ６、ＯＤＮ－９３、ＯＤＮ－１１２
、ＶＧＶ－１、ＰＡ－４５７（ベビリマト）、アンプリゲン、ＨＲＧ２１４、サイトリン
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、ＶＧＸ－４１０、ＫＤ－２４７、ＡＭＺ　００２６、ＣＹＴ　９９００７Ａ－２２１　
ＨＩＶ、ＤＥＢＩＯ－０２５、ＢＡＹ　５０－４７９８、ＭＤＸ０１０（イピリムマブ）
、ＰＢＳ　１１９、ＡＬＧ　８８９、およびＰＡ－１０５００４０（ＰＡ－０４０）から
なる群より選択される、
請求項２１に記載の組成物。
【請求項２３】
　ＨＣＶ感染を処置するための組成物であって、該組成物は、治療有効量の請求項１～１
０のいずれか１項に記載の化合物、あるいはその薬学的に受容可能な塩、溶媒和物、およ
び／またはエステルを含有し、該組成物は、治療有効量の１種以上のさらなる治療剤と組
み合わせて投与されることを特徴とし、該さらなる治療剤は、インターフェロン、リバビ
リンアナログ、ＮＳ３プロテアーゼインヒビター、α－グルコシダーゼ１インヒビター、
肝臓保護物質、ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビター、およびＨＣＶを処置するための他
の薬物、またはこれらの混合物からなる群より選択される、組成物。
【請求項２４】
　（１）前記インターフェロンが、ＰＥＧ化ｒＩＦＮ－α２ｂ、ＰＥＧ化ｒＩＦＮ－α２
ａ、ｒＩＦＮ－α２ｂ、ｒＩＦＮ－α２ａ、コンセンサスＩＦＮα（インフェルゲン）、
フエロン、レアフェロン、インターマックスα、ｒ－ＩＦＮ－β、インフェルゲン＋アク
ティミューン、ＩＦＮ－ωとＤＵＲＯＳ、アルブフェロン、ロクテロン、アルブフェロン
、レビフ、経口インターフェロンα、ＩＦＮα－２ｂ　ＸＬ、ＡＶＩ－００５、ＰＥＧ－
インフェルゲン、およびＰＥＧ化ＩＦＮ－βからなる群より選択され；
　（２）前記リバビリンアナログが、レベトール、コペガス、およびビラミジン（タリバ
ビリン）からなる群より選択され；
　（３）前記ＮＳ５ｂポリメラーゼインヒビターが、ＮＭ－２８３、バロピシタビン、Ｒ
１６２６、ＰＳＩ－６１３０（Ｒ１６５６）、ＨＣＶ－７９６、ＢＩＬＢ　１９４１、Ｘ
ＴＬ－２１２５、ＭＫ－０６０８、ＮＭ－１０７、Ｒ７１２８（Ｒ４０４８）、ＶＣＨ－
７５９、ＰＦ－８６８５５４、およびＧＳＫ６２５４３３からなる群より選択され；
　（４）前記ＮＳ３プロテアーゼインヒビターが、ＳＣＨ－５０３０３４（ＳＣＨ－７）
、ＶＸ－９５０（テラプレビル）、ＢＩＬＮ－２０６５、ＢＭＳ－６０５３３９、および
ＩＴＭＮ－１９１からなる群より選択され；
　（５）前記α－グルコシダーゼ１インヒビターが、ＭＸ－３２５３（セルゴシビル）お
よびＵＴ－２３１Ｂからなる群より選択され；
　（６）前記肝臓保護物質が、ＩＤＮ－６５５６、ＭＥ　３７３８、ＬＢ－８４４５１、
およびＭｉｔｏＱからなる群より選択され；
　（７）前記ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビターが、ベンゾイミダゾール誘導体、ベン
ゾ－１，２，４－チアジアジン誘導体、フェニルアラニン誘導体、Ａ－８３１、およびＡ
－６８９からなる群より選択され；そして
　（８）前記ＨＣＶを処置するための他の薬物が、ザダキシン、ニタゾキサニド（アリネ
ア）、ＢＩＶＮ－４０１（ビロスタット）、ＰＹＮ－１７（アルチレックス）、ＫＰＥ０
２００３００２、アクチロン（ＣＰＧ－１０１０１）、ＫＲＮ－７０００、シバシル、Ｇ
Ｉ－５００５、ＡＮＡ－９７５、ＸＴＬ－６８６５、ＡＮＡ　９７１、ＮＯＶ－２０５、
タルバシン、ＥＨＣ－１８、ＮＩＭ８１１、ＤＥＢＩＯ－０２５、ＶＧＸ－４１０Ｃ、Ｅ
ＭＺ－７０２、ＡＶＩ　４０６５、バビツキシマブ、オグルファニド、およびＶＸ－４９
７（メリメポジブ）からなる群より選択される、
請求項２３に記載の組成物。
【請求項２５】
　患者において、シトクロムＰ４５０モノオキシゲナーゼにより代謝される薬物の薬物速
度論を改善するため、シトクロムＰ４５０モノオキシゲナーゼにより代謝される薬物の血
漿中レベルを増加させるため、シトクロムＰ４５０モノオキシゲナーゼを阻害するため、
ＨＩＶ感染を処置するため、またはＨＣＶ感染を処置するための医薬の製造のための、請
求項１～１０のいずれか１項に記載の化合物の使用。
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【請求項２６】
　前記医薬が、請求項１～１０のいずれか１項に記載の化合物と１種以上のさらなる治療
剤との組み合わせであり、該さらなる治療剤が、ＨＩＶプロテアーゼ阻害化合物、ＨＩＶ
の逆トランスクリプターゼの非ヌクレオシドインヒビター、ＨＩＶの逆トランスクリプタ
ーゼのヌクレオシドインヒビター、ＨＩＶの逆トランスクリプターゼのヌクレオチドイン
ヒビター、ＨＩＶインテグラーゼインヒビター、ｇｐ４１インヒビター、ＣＸＣＲ４イン
ヒビター、ｇｐ１２０インヒビター、Ｇ６ＰＤおよびＮＡＤＨオキシダーゼインヒビター
、ＣＣＲ５インヒビター、ＨＩＶを処置するための他の薬物、インターフェロン、リバビ
リンアナログ、ＮＳ５ｂポリメラーゼインヒビター、ＮＳ３プロテアーゼインヒビター、
α－グルコシダーゼ１インヒビター、肝臓保護物質、ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビタ
ー、およびＨＣＶを処置するための他の薬物、ならびにこれらの混合物からなる群より選
択される、請求項２５に記載の使用。
【請求項２７】
　（１）前記ＨＩＶプロテアーゼインヒビターが、アンプレナビル、アタザナビル、ホス
アンプレナビル、インジナビル、ロピナビル、リトナビル、ネルフィナビル、サキナビル
、チプラナビル、ブレカナビル、ダルナビル、ＴＭＣ－１２６、ＴＭＣ－１１４、モゼナ
ビル（ＤＭＰ－４５０）、ＪＥ－２１４７（ＡＧ１７７６）、Ｌ－７５６４２３、ＲＯ０
３３４６４９、ＫＮＩ－２７２、ＤＰＣ－６８１、ＤＰＣ－６８４、ＧＷ６４０３８５Ｘ
、ＤＧ１７、ＰＰＬ－１００、ＤＧ３５、およびＡＧ　１８５９からなる群より選択され
；
　（２）前記ＨＩＶの逆トランスクリプターゼの非ヌクレオシドインヒビターが、カプラ
ビリン、エミビリン、デラビルジン、エファビレンツ、ネビラピン、（＋）カラノリドＡ
、エトラビリン、ＧＷ５６３４、ＤＰＣ－０８３、ＤＰＣ－９６１、ＤＰＣ－９６３、Ｍ
ＩＶ－１５０、およびＴＭＣ－１２０、ＴＭＣ－２７８（リルピビリン）、エファビレン
ツ、ＢＩＬＲ　３５５　ＢＳ、ＶＲＸ　８４０７７３、ＵＫ－４５３０６１、およびＲＤ
ＥＡ８０６からなる群より選択され；
　（３）前記ＨＩＶの逆トランスクリプターゼのヌクレオシドインヒビターが、ジドブジ
ン、エムトリシタビン、ジダノシン、スタブジン、ザルシタビン、ラミブジン、アバカビ
ル、アムドキソビル、エルブシタビン、アロブジン、ＭＩＶ－２１０、ラシビル（±－Ｆ
ＴＣ）、Ｄ－ｄ４ＦＣ、エムトリシタビン、ホスファジド、ホジブジンチドキシル、アプ
リシチビン（ＡＶＸ７５４）、アムドキソビル、ＫＰ－１４６１、およびフォサルブジン
チドキシル（旧名称ＨＤＰ　９９．０００３）からなる群より選択され；
　（４）前記ＨＩＶの逆トランスクリプターゼのヌクレオチドインヒビターが、テノホビ
ル、およびアデホビルからなる群より選択され；
　（５）前記ＨＩＶインテグラーゼインヒビターが、クルクミン、クルクミンの誘導体、
チコリ酸、チコリ酸の誘導体、３，５－ジカフェオイルキナ酸、３，５－ジカフェオイル
キナ酸の誘導体、オーリントリカルボン酸、オーリントリカルボン酸の誘導体、コーヒー
酸フェネチルエステル、コーヒー酸フェネチルエステルの誘導体、チロホスチン、チロホ
スチンの誘導体、ケルセチン、ケルセチンの誘導体、Ｓ－１３６０、ジンテビル（ＡＲ－
１７７）、Ｌ－８７０８１２、およびＬ－８７０８１０、エルビテグラバー（ｅｌｖｉｔ
ｅｇｒａｖｏｒ）、ＭＫ－０５１８（ラルテグラビル）、ＢＭＳ－５３８１５８、ＧＳＫ
３６４７３５Ｃ、ＢＭＳ－７０７０３５、ＭＫ－２０４８、およびＢＡ　０１１からなる
群より選択され；
　（６）前記ｇｐ４１インヒビターが、エンフュービルタイド、シフビルチド、ＦＢ００
６Ｍ、およびＴＲＩ－１１４４からなる群より選択され；
　（７）前記ＣＸＣＲ４インヒビターがＡＭＤ－０７０であり；
　（８）前記侵入阻害剤がＳＰ０１Ａであり；
　（９）前記ｇｐ１２０インヒビターが、ＢＭＳ－４８８０４３またはＢｌｏｃｋＡｉｄ
ｅ／ＣＲであり；
　（１０）前記Ｇ６ＰＤおよびＮＡＤＨオキシダーゼインヒビターがイムニチンであり；
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　（１１）前記ＣＣＲ５インヒビターが、アプラビロック、ビクリビロック、マラビロッ
ク、ＰＲＯ－１４０、ＩＮＣＢ１５０５０、ＰＦ－２３２７９８（Ｐｆｉｚｅｒ）、およ
びＣＣＲ５ｍＡｂ００４からなる群より選択され；
　（１２）前記ＨＩＶを処置するための他の薬物が、ＢＡＳ－１００、ＳＰＩ－４５２、
ＲＥＰ　９、ＳＰ－０１Ａ、ＴＮＸ－３５５、ＤＥＳ６、ＯＤＮ－９３、ＯＤＮ－１１２
、ＶＧＶ－１、ＰＡ－４５７（ベビリマト）、アンプリゲン、ＨＲＧ２１４、サイトリン
、ＶＧＸ－４１０、ＫＤ－２４７、ＡＭＺ　００２６、ＣＹＴ　９９００７Ａ－２２１　
ＨＩＶ、ＤＥＢＩＯ－０２５、ＢＡＹ　５０－４７９８、ＭＤＸ０１０（イピリムマブ）
、ＰＢＳ　１１９、ＡＬＧ　８８９、およびＰＡ－１０５００４０（ＰＡ－０４０）から
なる群より選択され；
　（１３）前記インターフェロンが、ＰＥＧ化ｒＩＦＮ－α２ｂ、ＰＥＧ化ｒＩＦＮ－α
２ａ、ｒＩＦＮ－α２ｂ、ｒＩＦＮ－α２ａ、コンセンサスＩＦＮα（インフェルゲン）
、フエロン、レアフェロン、インターマックスα、ｒ－ＩＦＮ－β、インフェルゲン＋ア
クティミューン、ＩＦＮ－ωとＤＵＲＯＳ、アルブフェロン、ロクテロン、アルブフェロ
ン、レビフ、経口インターフェロンα、ＩＦＮα－２ｂ　ＸＬ、ＡＶＩ－００５、ＰＥＧ
－インフェルゲン、およびＰＥＧ化ＩＦＮ－βからなる群より選択され；
　（１４）前記リバビリンアナログが、レベトール、コペガス、およびビラミジン（タリ
バビリン）からなる群より選択され；
　（１５）前記ＮＳ５ｂポリメラーゼインヒビターが、ＮＭ－２８３、バロピシタビン、
Ｒ１６２６、ＰＳＩ－６１３０（Ｒ１６５６）、ＨＣＶ－７９６、ＢＩＬＢ　１９４１、
ＸＴＬ－２１２５、ＭＫ－０６０８、ＮＭ－１０７、Ｒ７１２８（Ｒ４０４８）、ＶＣＨ
－７５９、ＰＦ－８６８５５４、およびＧＳＫ６２５４３３からなる群より選択され；
　（１６）前記ＮＳ３プロテアーゼインヒビターが、ＳＣＨ－５０３０３４（ＳＣＨ－７
）、ＶＸ－９５０（テラプレビル）、ＢＩＬＮ－２０６５、ＢＭＳ－６０５３３９、およ
びＩＴＭＮ－１９１からなる群より選択され；
　（１７）前記α－グルコシダーゼ１インヒビターが、ＭＸ－３２５３（セルゴシビル）
およびＵＴ－２３１Ｂからなる群より選択され；
　（１８）前記肝臓保護物質が、ＩＤＮ－６５５６、ＭＥ　３７３８、ＬＢ－８４４５１
、およびＭｉｔｏＱからなる群より選択され；
　（１９）前記ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビターが、ベンゾイミダゾール誘導体、ベ
ンゾ－１，２，４－チアジアジン誘導体、フェニルアラニン誘導体、Ａ－８３１、および
Ａ－６８９からなる群より選択され；そして
　（２０）前記ＨＣＶを処置するための他の薬物が、ザダキシン、ニタゾキサニド（アリ
ネア）、ＢＩＶＮ－４０１（ビロスタット）、ＰＹＮ－１７（アルチレックス）、ＫＰＥ
０２００３００２、アクチロン（ＣＰＧ－１０１０１）、ＫＲＮ－７０００、シバシル、
ＧＩ－５００５、ＡＮＡ－９７５、ＸＴＬ－６８６５、ＡＮＡ　９７１、ＮＯＶ－２０５
、タルバシン、ＥＨＣ－１８、ＮＩＭ８１１、ＤＥＢＩＯ－０２５、ＶＧＸ－４１０Ｃ、
ＥＭＺ－７０２、ＡＶＩ　４０６５、バビツキシマブ、オグルファニド、およびＶＸ－４
９７（メリメポジブ）からなる群より選択される、
請求項２６に記載の使用。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　（発明の要旨）
　本願の１つの局面は、同時に投与される薬物の薬物速度論を、例えば、シトクロムＰ４
５０モノオキシゲナーゼを阻害することによって改変（例えば、改善）する、化合物およ
び薬学的組成物に関する。
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　本発明は、例えば、以下を提供する：
（項目１）
　式Ｉ
【化３０】

の化合物、あるいはその薬学的に受容可能な塩、溶媒和物、および／またはエステルであ
って、式Ｉにおいて、
　Ｘ１は、-Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、－Ｓ（Ｏ）－、および－Ｓ（Ｏ２）－、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ６

－からなる群より選択され；
　Ｘ２は、-Ｏ－、-ＮＲ６－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ６－、－ＯＣ（Ｏ）ＮＲ６－、－ＮＲ６－、
および－ＮＲ６Ｃ（Ｏ）Ｏ－からなる群より選択され；
　Ｌは、共有結合、アルキレン、および-ＣＨＲ７－からなる群より選択され；
　Ｒ１は、アリール、ヘテロアリール、アリールアルキル、およびヘテロアリールアルキ
ルからなる群より選択され；
　各Ｒ２は独立して、Ｈ、アルキル、アリールアルキル、ヘテロシクリルアルキル、およ
びシクロアルキルアルキルからなる群より選択され、ここで少なくとも１つのＲ２は、ア
ルキル、アリールアルキル、ヘテロシクリルアルキルまたはシクロアルキルアルキルであ
り；
　Ｒ３は、ヘテロシクリル、アリール、ヘテロアリール、アリールアルキル、およびヘテ
ロアリールアルキルからなる群より選択され；
　Ｒ４およびＲ５は各々独立して、Ｈ、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクリル、シ
クロアルキルアルキル、アリールアルキル、およびヘテロシクリルアルキルからなる群よ
り選択され；
　各Ｒ６は独立して、Ｈ、アルキル、およびシクロアルキルからなる群より選択され；そ
して
　Ｒ７は、Ｈ、アルキル、置換アルキル、およびヘテロシクリルアルキルからなる群より
選択され；
　ここでＲ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６およびＲ７の各アリール、ヘテロアリール
、シクロアルキル、ヘテロシクリル、シクロアルキルアルキル、ヘテロシクリルアルキル
、アリールアルキル、およびヘテロアリールアルキルは、置換されていないかまたは置換
されている、
化合物。
（項目２）
　少なくとも１つのＲ２が置換アリールアルキルまたは非置換アリールアルキルである、
項目１に記載の化合物。
（項目３）
　Ｘ１が-Ｃ（Ｏ）－Ｏ－または-Ｓ（Ｏ２）－である、項目１または２に記載の化合物。
（項目４）
　-Ｌ－Ｘ２－が-ＣＨＲ７－ＮＲ６－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ６－または-Ｏ－である、項目１～
３のいずれか１項に記載の化合物。
（項目５）
　式ＩＩまたは式ＩＩＩ
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【化３１】

の構造を有する、項目１～４のいずれか１項に記載の化合物。
（項目６）
　式ＩＩのＲ１が、非置換チアゾリルメチルまたは置換チアゾリルメチルである、項目５
に記載の化合物。
（項目７）
　Ｒ３が、置換ヘテロシクリルまたは非置換ヘテロシクリル、あるいは置換ヘテロアリー
ルアルキルまたは非置換ヘテロアリールアルキルである、項目５に記載の化合物。
（項目８）
　Ｒ７が非置換ヘテロシクリルアルキルまたは置換ヘテロシクリルアルキルである、項目
５に記載の化合物。
（項目９）
　式ＩＩＩのＲ１が置換アリールまたは非置換アリールである、項目５に記載の化合物。
（項目１０）

【化３２】
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【化３３】
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【化３４】

からなる群より選択される、項目１に記載の化合物；あるいは
その薬学的に受容可能な塩、溶媒和物、エステル、および／または立体異性体。
（項目１１）
　項目１～１０のいずれか１項に記載の化合物、あるいはその薬学的に受容可能な塩、溶
媒和物、および／またはエステル、ならびに薬学的に受容可能なキャリアまたは賦形剤を
含有する、薬学的組成物。
（項目１２）
　少なくとも１種のさらなる治療剤をさらに含有する、項目１１に記載の薬学的組成物。
（項目１３）
　上記少なくとも１種のさらなる治療剤が、ＨＩＶプロテアーゼ阻害化合物、ＨＩＶの逆
トランスクリプターゼの非ヌクレオシドインヒビター、ＨＩＶの逆トランスクリプターゼ
のヌクレオシドインヒビター、ＨＩＶの逆トランスクリプターゼのヌクレオチドインヒビ
ター、ＨＩＶインテグラーゼインヒビター、ｇｐ４１インヒビター、ＣＸＣＲ４インヒビ
ター、ｇｐ１２０インヒビター、ＣＣＲ５インヒビター、カプシド重合インヒビター、イ
ンターフェロン、リバビリンアナログ、ＮＳ３プロテアーゼインヒビター、α－グルコシ
ダーゼ１インヒビター、肝臓保護物質、ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビター、ＨＣＶを
処置するための他の薬物、ならびにこれらの組み合わせからなる群より選択される、項目
１２に記載の薬学的組成物。
（項目１４）
　（１）上記ＨＩＶプロテアーゼインヒビターが、アンプレナビル、アタザナビル、ホス
アンプレナビル、インジナビル、ロピナビル、リトナビル、ネルフィナビル、サキナビル
、チプラナビル、ブレカナビル、ダルナビル、ＴＭＣ－１２６、ＴＭＣ－１１４、モゼナ
ビル（ＤＭＰ－４５０）、ＪＥ－２１４７（ＡＧ１７７６）、Ｌ－７５６４２３、ＲＯ０
３３４６４９、ＫＮＩ－２７２、ＤＰＣ－６８１、ＤＰＣ－６８４、ＧＷ６４０３８５Ｘ
、ＤＧ１７、ＰＰＬ－１００、ＤＧ３５、およびＡＧ　１８５９からなる群より選択され
；
　（２）上記ＨＩＶの逆トランスクリプターゼの非ヌクレオシドインヒビターが、カプラ
ビリン、エミビリン、デラビルジン、エファビレンツ、ネビラピン、（＋）カラノリドＡ
、エトラビリン、ＧＷ５６３４、ＤＰＣ－０８３、ＤＰＣ－９６１、ＤＰＣ－９６３、Ｍ
ＩＶ－１５０、およびＴＭＣ－１２０、ＴＭＣ－２７８（リルピビリン）、エファビレン
ツ、ＢＩＬＲ　３５５　ＢＳ、ＶＲＸ　８４０７７３、ＵＫ－４５３０６１、およびＲＤ
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ＥＡ８０６からなる群より選択され；
　（３）上記ＨＩＶの逆トランスクリプターゼのヌクレオシドインヒビターが、ジドブジ
ン、エムトリシタビン、ジダノシン、スタブジン、ザルシタビン、ラミブジン、アバカビ
ル、アムドキソビル、エルブシタビン、アロブジン、ＭＩＶ－２１０、ラシビル（±－Ｆ
ＴＣ）、Ｄ－ｄ４ＦＣ、エムトリシタビン、ホスファジド、ホジブジンチドキシル、アプ
リシチビン（ＡＶＸ７５４）、アムドキソビル、ＫＰ－１４６１、およびフォサルブジン
チドキシル（旧名称ＨＤＰ　９９．０００３）からなる群より選択され；
　（４）上記ＨＩＶの逆トランスクリプターゼのヌクレオチドインヒビターが、テノホビ
ルおよびアデホビルからなる群より選択され；
　（５）上記ＨＩＶインテグラーゼインヒビターが、クルクミン、クルクミンの誘導体、
チコリ酸、チコリ酸の誘導体、３，５－ジカフェオイルキナ酸、３，５－ジカフェオイル
キナ酸の誘導体、オーリントリカルボン酸、オーリントリカルボン酸の誘導体、コーヒー
酸フェネチルエステル、コーヒー酸フェネチルエステルの誘導体、チロホスチン、チロホ
スチンの誘導体、ケルセチン、ケルセチンの誘導体、Ｓ－１３６０、ジンテビル（ＡＲ－
１７７）、Ｌ－８７０８１２、およびＬ－８７０８１０、エルビテグラビル、ＭＫ－０５
１８（ラルテグラビル）、ＢＭＳ－５３８１５８、ＧＳＫ３６４７３５Ｃ、ＢＭＳ－７０
７０３５、ＭＫ－２０４８、およびＢＡ　０１１からなる群より選択され；
　（６）上記ｇｐ４１インヒビターが、エンフュービルタイド、シフビルチド、ＦＢ００
６Ｍ、およびＴＲＩ－１１４４からなる群より選択され；
　（７）上記ＣＸＣＲ４インヒビターがＡＭＤ－０７０であり；
　（８）上記侵入阻害剤がＳＰ０１Ａであり；
　（９）上記ｇｐ１２０インヒビターがＢＭＳ－４８８０４３またはＢｌｏｃｋＡｉｄｅ
／ＣＲであり；
　（１０）上記Ｇ６ＰＤおよびＮＡＤＨオキシダーゼインヒビターがイムニチンであり；
　（１１）上記ＣＣＲ５インヒビターが、アプラビロック、ビクリビロック、マラビロッ
ク、ＰＲＯ－１４０、ＩＮＣＢ１５０５０、ＰＦ－２３２７９８（Ｐｆｉｚｅｒ）、およ
びＣＣＲ５ｍＡｂ００４からなる群より選択され；
　（１２）上記ＨＩＶを処置するための他の薬物が、ＢＡＳ－１００、ＳＰＩ－４５２、
ＲＥＰ　９、ＳＰ－０１Ａ、ＴＮＸ－３５５、ＤＥＳ６、ＯＤＮ－９３、ＯＤＮ－１１２
、ＶＧＶ－１、ＰＡ－４５７（ベビリマト）、アンプリゲン、ＨＲＧ２１４、サイトリン
、ＶＧＸ－４１０、ＫＤ－２４７、ＡＭＺ　００２６、ＣＹＴ　９９００７Ａ－２２１　
ＨＩＶ、ＤＥＢＩＯ－０２５、ＢＡＹ　５０－４７９８、ＭＤＸ０１０（イピリムマブ）
、ＰＢＳ　１１９、ＡＬＧ　８８９、およびＰＡ－１０５００４０（ＰＡ－０４０）から
なる群より選択され；
　（１３）上記インターフェロンが、ＰＥＧ化ｒＩＦＮ－α２ｂ、ＰＥＧ化ｒＩＦＮ－α
２ａ、ｒＩＦＮ－α２ｂ、ｒＩＦＮ－α２ａ、コンセンサスＩＦＮα（インフェルゲン）
、フエロン、レアフェロン、インターマックスα、ｒ－ＩＦＮ－β、インフェルゲン＋ア
クティミューン、ＩＦＮ－ωとＤＵＲＯＳ、アルブフェロン、ロクテロン、アルブフェロ
ン、レビフ、経口インターフェロンα、ＩＦＮα－２ｂ　ＸＬ、ＡＶＩ－００５、ＰＥＧ
－インフェルゲン、およびＰＥＧ化ＩＦＮ－βからなる群より選択され；
　（１４）上記リバビリンアナログが、レベトール、コペガス、およびビラミジン（タリ
バビリン）からなる群より選択され；
　（１５）上記ＮＳ５ｂポリメラーゼインヒビターが、ＮＭ－２８３、バロピシタビン、
Ｒ１６２６、ＰＳＩ－６１３０（Ｒ１６５６）、ＨＣＶ－７９６、ＢＩＬＢ　１９４１、
ＸＴＬ－２１２５、ＭＫ－０６０８、ＮＭ－１０７、Ｒ７１２８（Ｒ４０４８）、ＶＣＨ
－７５９、ＰＦ－８６８５５４、およびＧＳＫ６２５４３３からなる群より選択され；
　（１６）上記ＮＳ３プロテアーゼインヒビターが、ＳＣＨ－５０３０３４（ＳＣＨ－７
）、ＶＸ－９５０（テラプレビル）、ＢＩＬＮ－２０６５、ＢＭＳ－６０５３３９、およ
びＩＴＭＮ－１９１からなる群より選択され；
　（１７）上記α－グルコシダーゼ１インヒビターが、ＭＸ－３２５３（セルゴシビル）
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およびＵＴ－２３１Ｂからなる群より選択され；
　（１８）上記肝臓保護物質が、ＩＤＮ－６５５６、ＭＥ　３７３８、ＬＢ－８４４５１
、およびＭｉｔｏＱからなる群より選択され；
　（１９）上記ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビターが、ベンゾイミダゾール誘導体、ベ
ンゾ－１，２，４－チアジアジン誘導体、フェニルアラニン誘導体、Ａ－８３１、および
Ａ－６８９からなる群より選択され；そして
　（２０）上記ＨＣＶを処置するための他の薬物が、ザダキシン、ニタゾキサニド（アリ
ネア）、ＢＩＶＮ－４０１（ビロスタット）、ＰＹＮ－１７（アルチレックス）、ＫＰＥ
０２００３００２、アクチロン（ＣＰＧ－１０１０１）、ＫＲＮ－７０００、シバシル、
ＧＩ－５００５、ＡＮＡ－９７５、ＸＴＬ－６８６５、ＡＮＡ　９７１、ＮＯＶ－２０５
、タルバシン、ＥＨＣ－１８、ＮＩＭ８１１、ＤＥＢＩＯ－０２５、ＶＧＸ－４１０Ｃ、
ＥＭＺ－７０２、ＡＶＩ　４０６５、バビツキシマブ、オグルファニド、およびＶＸ－４
９７（メリメポジブ）からなる群より選択される、
項目１３に記載の薬学的組成物。
（項目１５）
　シトクロムＰ４５０モノオキシゲナーゼにより代謝される薬物の薬物速度論を改善する
か、または血漿中レベルを上昇させる方法であって、該薬物で処置されている患者に、薬
物速度論を改善するかまたは血漿中レベルを上昇させる有効量の、項目１～１０のいずれ
か１項に記載の化合物、あるいはその薬学的に受容可能な塩、溶媒和物、および／または
エステルを投与する工程を包含する、方法。
（項目１６）
　上記投与する工程が、上記薬物と、項目１～１０のいずれか１項に記載の化合物、ある
いは項目１～１０のいずれか１項に記載の化合物の薬学的に受容可能な塩、溶媒和物、お
よび／またはエステルとを含有する治療有効量の組み合わせを投与する工程を包含する、
項目１５に記載の方法。
（項目１７）
　上記シトクロムＰ４５０により代謝される薬物が、ＨＩＶプロテアーゼ阻害化合物、Ｈ
ＩＶの逆トランスクリプターゼの非ヌクレオシドインヒビター、ＨＩＶの逆トランスクリ
プターゼのヌクレオシドインヒビター、ＨＩＶの逆トランスクリプターゼのヌクレオチド
インヒビター、ＨＩＶインテグラーゼインヒビター、ｇｐ４１インヒビター、ＣＸＣＲ４
インヒビター、ｇｐ１２０インヒビター、ＣＣＲ５インヒビター、カプシド重合インヒビ
ター、ＨＩＶを処置するための他の薬物、インターフェロン、リバビリンアナログ、ＮＳ
３プロテアーゼインヒビター、α－グルコシダーゼ１インヒビター、肝臓保護物質、ＨＣ
Ｖの非ヌクレオシドインヒビター、ＮＳ５ａインヒビター、ＮＳ５ｂポリメラーゼインヒ
ビター、ＨＣＶを処置するための他の薬物、またはこれらの混合物である、項目１６に記
載の方法。
（項目１８）
　上記薬物が、６－（３－クロロ－２－フルオロベンジル）－１－（（２Ｓ）－１－ヒド
ロキシ－３－メチルブタン－２－イル）－７－メトキシ－４－オキソ－１，４－ジヒドロ
キノリン－３－カルボン酸またはアタザナビルである、項目１７に記載の方法。
（項目１９）
　上記薬物と、項目１～１０のいずれか１項に記載の化合物または塩とが、単一の組成物
として上記患者に投与される、項目１５に記載の方法。
（項目２０）
　投与される項目１～１０のいずれか１項に記載の化合物の量が、シトクロムＰ４５０モ
ノオキシゲナーゼを阻害するために有効である、項目１５に記載の方法。
（項目２１）
　ＨＩＶ感染を処置する方法であって、該方法は、その必要がある患者に、治療有効量の
項目１～１０のいずれか１項に記載の化合物、あるいはその薬学的に受容可能な塩、溶媒
和物、および／またはエステルを、治療有効量の１種以上のさらなる治療剤と組み合わせ
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て投与する工程を包含し、該さらなる治療剤は、ＨＩＶプロテアーゼ阻害化合物、ＨＩＶ
の逆トランスクリプターゼの非ヌクレオシドインヒビター、ＨＩＶの逆トランスクリプタ
ーゼのヌクレオシドインヒビター、ＨＩＶの逆トランスクリプターゼのヌクレオチドイン
ヒビター、ＨＩＶインテグラーゼインヒビター、ｇｐ４１インヒビター、ＣＸＣＲ４イン
ヒビター、ｇｐ１２０インヒビター、Ｇ６ＰＤおよびＮＡＤＨオキシダーゼインヒビター
、ＣＣＲ５インヒビター、ＨＩＶを処置するための他の薬物、およびこれらの混合物から
なる群より選択される、方法。
（項目２２）
　（１）上記ＨＩＶプロテアーゼインヒビターが、アンプレナビル、アタザナビル、ホス
アンプレナビル、インジナビル、ロピナビル、リトナビル、ネルフィナビル、サキナビル
、チプラナビル、ブレカナビル、ダルナビル、ＴＭＣ－１２６、ＴＭＣ－１１４、モゼナ
ビル（ＤＭＰ－４５０）、ＪＥ－２１４７（ＡＧ１７７６）、Ｌ－７５６４２３、ＲＯ０
３３４６４９、ＫＮＩ－２７２、ＤＰＣ－６８１、ＤＰＣ－６８４、ＧＷ６４０３８５Ｘ
、ＤＧ１７、ＰＰＬ－１００、ＤＧ３５、およびＡＧ　１８５９からなる群より選択され
；
　（２）上記ＨＩＶの逆トランスクリプターゼの非ヌクレオシドインヒビターが、カプラ
ビリン、エミビリン、デラビルジン、エファビレンツ、ネビラピン、（＋）カラノリドＡ
、エトラビリン、ＧＷ５６３４、ＤＰＣ－０８３、ＤＰＣ－９６１、ＤＰＣ－９６３、Ｍ
ＩＶ－１５０、およびＴＭＣ－１２０、ＴＭＣ－２７８（リルピビリン）、エファビレン
ツ、ＢＩＬＲ　３５５　ＢＳ、ＶＲＸ　８４０７７３、ＵＫ－４５３０６１、およびＲＤ
ＥＡ８０６からなる群より選択され；
　（３）上記ＨＩＶの逆トランスクリプターゼのヌクレオシドインヒビターが、ジドブジ
ン、エムトリシタビン、ジダノシン、スタブジン、ザルシタビン、ラミブジン、アバカビ
ル、アムドキソビル、エルブシタビン、アロブジン、ＭＩＶ－２１０、ラシビル（±－Ｆ
ＴＣ）、Ｄ－ｄ４ＦＣ、エムトリシタビン、ホスファジド、ホジブジンチドキシル、アプ
リシチビン（ＡＶＸ７５４）、アムドキソビル、ＫＰ－１４６１、およびフォサルブジン
チドキシル（旧名称ＨＤＰ　９９．０００３）からなる群より選択され；
　（４）上記ＨＩＶの逆トランスクリプターゼのヌクレオチドインヒビターが、テノホビ
ル、およびアデホビルからなる群より選択され；
　（５）上記ＨＩＶインテグラーゼインヒビターが、クルクミン、クルクミンの誘導体、
チコリ酸、チコリ酸の誘導体、３，５－ジカフェオイルキナ酸、３，５－ジカフェオイル
キナ酸の誘導体、オーリントリカルボン酸、オーリントリカルボン酸の誘導体、コーヒー
酸フェネチルエステル、コーヒー酸フェネチルエステルの誘導体、チロホスチン、チロホ
スチンの誘導体、ケルセチン、ケルセチンの誘導体、Ｓ－１３６０、ジンテビル（ＡＲ－
１７７）、Ｌ－８７０８１２、およびＬ－８７０８１０、エルビテグラビル、ＭＫ－０５
１８（ラルテグラビル）、ＢＭＳ－５３８１５８、ＧＳＫ３６４７３５Ｃ、ＢＭＳ－７０
７０３５、ＭＫ－２０４８、およびＢＡ　０１１からなる群より選択され；
　（６）上記ｇｐ４１インヒビターが、エンフュービルタイド、シフビルチド、ＦＢ００
６Ｍ、およびＴＲＩ－１１４４からなる群より選択され；
　（７）上記ＣＸＣＲ４インヒビターがＡＭＤ－０７０であり；
　（８）上記侵入阻害剤がＳＰ０１Ａであり；
　（９）上記ｇｐ１２０インヒビターが、ＢＭＳ－４８８０４３またはＢｌｏｃｋＡｉｄ
ｅ／ＣＲであり；
　（１０）上記Ｇ６ＰＤおよびＮＡＤＨオキシダーゼインヒビターがイムニチンであり；
　（１１）上記ＣＣＲ５インヒビターが、アプラビロック、ビクリビロック、マラビロッ
ク、ＰＲＯ－１４０、ＩＮＣＢ１５０５０、ＰＦ－２３２７９８（Ｐｆｉｚｅｒ）、およ
びＣＣＲ５ｍＡｂ００４からなる群より選択され；
　（１２）上記ＨＩＶを処置するための他の薬物が、ＢＡＳ－１００、ＳＰＩ－４５２、
ＲＥＰ　９、ＳＰ－０１Ａ、ＴＮＸ－３５５、ＤＥＳ６、ＯＤＮ－９３、ＯＤＮ－１１２
、ＶＧＶ－１、ＰＡ－４５７（ベビリマト）、アンプリゲン、ＨＲＧ２１４、サイトリン
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、ＶＧＸ－４１０、ＫＤ－２４７、ＡＭＺ　００２６、ＣＹＴ　９９００７Ａ－２２１　
ＨＩＶ、ＤＥＢＩＯ－０２５、ＢＡＹ　５０－４７９８、ＭＤＸ０１０（イピリムマブ）
、ＰＢＳ　１１９、ＡＬＧ　８８９、およびＰＡ－１０５００４０（ＰＡ－０４０）から
なる群より選択される、
項目２１に記載の方法。
（項目２３）
　ＨＣＶ感染を処置する方法であって、該方法は、その必要がある患者に、治療有効量の
項目１～１０のいずれか１項に記載の化合物、あるいはその薬学的に受容可能な塩、溶媒
和物、および／またはエステルを、治療有効量の１種以上のさらなる治療剤と組み合わせ
て投与する工程を包含し、該さらなる治療剤は、インターフェロン、リバビリンアナログ
、ＮＳ３プロテアーゼインヒビター、α－グルコシダーゼ１インヒビター、肝臓保護物質
、ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビター、およびＨＣＶを処置するための他の薬物、また
はこれらの混合物からなる群より選択される、方法。
（項目２４）
　（１）上記インターフェロンが、ＰＥＧ化ｒＩＦＮ－α２ｂ、ＰＥＧ化ｒＩＦＮ－α２
ａ、ｒＩＦＮ－α２ｂ、ｒＩＦＮ－α２ａ、コンセンサスＩＦＮα（インフェルゲン）、
フエロン、レアフェロン、インターマックスα、ｒ－ＩＦＮ－β、インフェルゲン＋アク
ティミューン、ＩＦＮ－ωとＤＵＲＯＳ、アルブフェロン、ロクテロン、アルブフェロン
、レビフ、経口インターフェロンα、ＩＦＮα－２ｂ　ＸＬ、ＡＶＩ－００５、ＰＥＧ－
インフェルゲン、およびＰＥＧ化ＩＦＮ－βからなる群より選択され；
　（２）上記リバビリンアナログが、レベトール、コペガス、およびビラミジン（タリバ
ビリン）からなる群より選択され；
　（３）上記ＮＳ５ｂポリメラーゼインヒビターが、ＮＭ－２８３、バロピシタビン、Ｒ
１６２６、ＰＳＩ－６１３０（Ｒ１６５６）、ＨＣＶ－７９６、ＢＩＬＢ　１９４１、Ｘ
ＴＬ－２１２５、ＭＫ－０６０８、ＮＭ－１０７、Ｒ７１２８（Ｒ４０４８）、ＶＣＨ－
７５９、ＰＦ－８６８５５４、およびＧＳＫ６２５４３３からなる群より選択され；
　（４）上記ＮＳ３プロテアーゼインヒビターが、ＳＣＨ－５０３０３４（ＳＣＨ－７）
、ＶＸ－９５０（テラプレビル）、ＢＩＬＮ－２０６５、ＢＭＳ－６０５３３９、および
ＩＴＭＮ－１９１からなる群より選択され；
　（５）上記α－グルコシダーゼ１インヒビターが、ＭＸ－３２５３（セルゴシビル）お
よびＵＴ－２３１Ｂからなる群より選択され；
　（６）上記肝臓保護物質が、ＩＤＮ－６５５６、ＭＥ　３７３８、ＬＢ－８４４５１、
およびＭｉｔｏＱからなる群より選択され；
　（７）上記ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビターが、ベンゾイミダゾール誘導体、ベン
ゾ－１，２，４－チアジアジン誘導体、フェニルアラニン誘導体、Ａ－８３１、およびＡ
－６８９からなる群より選択され；そして
　（８）上記ＨＣＶを処置するための他の薬物が、ザダキシン、ニタゾキサニド（アリネ
ア）、ＢＩＶＮ－４０１（ビロスタット）、ＰＹＮ－１７（アルチレックス）、ＫＰＥ０
２００３００２、アクチロン（ＣＰＧ－１０１０１）、ＫＲＮ－７０００、シバシル、Ｇ
Ｉ－５００５、ＡＮＡ－９７５、ＸＴＬ－６８６５、ＡＮＡ　９７１、ＮＯＶ－２０５、
タルバシン、ＥＨＣ－１８、ＮＩＭ８１１、ＤＥＢＩＯ－０２５、ＶＧＸ－４１０Ｃ、Ｅ
ＭＺ－７０２、ＡＶＩ　４０６５、バビツキシマブ、オグルファニド、およびＶＸ－４９
７（メリメポジブ）からなる群より選択される、
項目２３に記載の方法。
（項目２５）
　患者において、シトクロムＰ４５０モノオキシゲナーゼにより代謝される薬物の薬物速
度論を改善するため、シトクロムＰ４５０モノオキシゲナーゼにより代謝される薬物の血
漿中レベルを増加させるため、シトクロムＰ４５０モノオキシゲナーゼを阻害するため、
ＨＩＶ感染を処置するため、またはＨＣＶ感染を処置するための医薬の製造のための、項
目１～１０のいずれか１項に記載の化合物の使用。
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（項目２６）
　上記医薬が、項目１～１０のいずれか１項に記載の化合物と１種以上のさらなる治療剤
との組み合わせであり、該さらなる治療剤が、ＨＩＶプロテアーゼ阻害化合物、ＨＩＶの
逆トランスクリプターゼの非ヌクレオシドインヒビター、ＨＩＶの逆トランスクリプター
ゼのヌクレオシドインヒビター、ＨＩＶの逆トランスクリプターゼのヌクレオチドインヒ
ビター、ＨＩＶインテグラーゼインヒビター、ｇｐ４１インヒビター、ＣＸＣＲ４インヒ
ビター、ｇｐ１２０インヒビター、Ｇ６ＰＤおよびＮＡＤＨオキシダーゼインヒビター、
ＣＣＲ５インヒビター、ＨＩＶを処置するための他の薬物、インターフェロン、リバビリ
ンアナログ、ＮＳ５ｂポリメラーゼインヒビター、ＮＳ３プロテアーゼインヒビター、α
－グルコシダーゼ１インヒビター、肝臓保護物質、ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビター
、およびＨＣＶを処置するための他の薬物、ならびにこれらの混合物からなる群より選択
される、項目２５に記載の使用。
（項目２７）
　（１）上記ＨＩＶプロテアーゼインヒビターが、アンプレナビル、アタザナビル、ホス
アンプレナビル、インジナビル、ロピナビル、リトナビル、ネルフィナビル、サキナビル
、チプラナビル、ブレカナビル、ダルナビル、ＴＭＣ－１２６、ＴＭＣ－１１４、モゼナ
ビル（ＤＭＰ－４５０）、ＪＥ－２１４７（ＡＧ１７７６）、Ｌ－７５６４２３、ＲＯ０
３３４６４９、ＫＮＩ－２７２、ＤＰＣ－６８１、ＤＰＣ－６８４、ＧＷ６４０３８５Ｘ
、ＤＧ１７、ＰＰＬ－１００、ＤＧ３５、およびＡＧ　１８５９からなる群より選択され
；
　（２）上記ＨＩＶの逆トランスクリプターゼの非ヌクレオシドインヒビターが、カプラ
ビリン、エミビリン、デラビルジン、エファビレンツ、ネビラピン、（＋）カラノリドＡ
、エトラビリン、ＧＷ５６３４、ＤＰＣ－０８３、ＤＰＣ－９６１、ＤＰＣ－９６３、Ｍ
ＩＶ－１５０、およびＴＭＣ－１２０、ＴＭＣ－２７８（リルピビリン）、エファビレン
ツ、ＢＩＬＲ　３５５　ＢＳ、ＶＲＸ　８４０７７３、ＵＫ－４５３０６１、およびＲＤ
ＥＡ８０６からなる群より選択され；
　（３）上記ＨＩＶの逆トランスクリプターゼのヌクレオシドインヒビターが、ジドブジ
ン、エムトリシタビン、ジダノシン、スタブジン、ザルシタビン、ラミブジン、アバカビ
ル、アムドキソビル、エルブシタビン、アロブジン、ＭＩＶ－２１０、ラシビル（±－Ｆ
ＴＣ）、Ｄ－ｄ４ＦＣ、エムトリシタビン、ホスファジド、ホジブジンチドキシル、アプ
リシチビン（ＡＶＸ７５４）、アムドキソビル、ＫＰ－１４６１、およびフォサルブジン
チドキシル（旧名称ＨＤＰ　９９．０００３）からなる群より選択され；
　（４）上記ＨＩＶの逆トランスクリプターゼのヌクレオチドインヒビターが、テノホビ
ル、およびアデホビルからなる群より選択され；
　（５）上記ＨＩＶインテグラーゼインヒビターが、クルクミン、クルクミンの誘導体、
チコリ酸、チコリ酸の誘導体、３，５－ジカフェオイルキナ酸、３，５－ジカフェオイル
キナ酸の誘導体、オーリントリカルボン酸、オーリントリカルボン酸の誘導体、コーヒー
酸フェネチルエステル、コーヒー酸フェネチルエステルの誘導体、チロホスチン、チロホ
スチンの誘導体、ケルセチン、ケルセチンの誘導体、Ｓ－１３６０、ジンテビル（ＡＲ－
１７７）、Ｌ－８７０８１２、およびＬ－８７０８１０、エルビテグラバー（ｅｌｖｉｔ
ｅｇｒａｖｏｒ）、ＭＫ－０５１８（ラルテグラビル）、ＢＭＳ－５３８１５８、ＧＳＫ
３６４７３５Ｃ、ＢＭＳ－７０７０３５、ＭＫ－２０４８、およびＢＡ　０１１からなる
群より選択され；
　（６）上記ｇｐ４１インヒビターが、エンフュービルタイド、シフビルチド、ＦＢ００
６Ｍ、およびＴＲＩ－１１４４からなる群より選択され；
　（７）上記ＣＸＣＲ４インヒビターがＡＭＤ－０７０であり；
　（８）上記侵入阻害剤がＳＰ０１Ａであり；
　（９）上記ｇｐ１２０インヒビターが、ＢＭＳ－４８８０４３またはＢｌｏｃｋＡｉｄ
ｅ／ＣＲであり；
　（１０）上記Ｇ６ＰＤおよびＮＡＤＨオキシダーゼインヒビターがイムニチンであり；
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　（１１）上記ＣＣＲ５インヒビターが、アプラビロック、ビクリビロック、マラビロッ
ク、ＰＲＯ－１４０、ＩＮＣＢ１５０５０、ＰＦ－２３２７９８（Ｐｆｉｚｅｒ）、およ
びＣＣＲ５ｍＡｂ００４からなる群より選択され；
　（１２）上記ＨＩＶを処置するための他の薬物が、ＢＡＳ－１００、ＳＰＩ－４５２、
ＲＥＰ　９、ＳＰ－０１Ａ、ＴＮＸ－３５５、ＤＥＳ６、ＯＤＮ－９３、ＯＤＮ－１１２
、ＶＧＶ－１、ＰＡ－４５７（ベビリマト）、アンプリゲン、ＨＲＧ２１４、サイトリン
、ＶＧＸ－４１０、ＫＤ－２４７、ＡＭＺ　００２６、ＣＹＴ　９９００７Ａ－２２１　
ＨＩＶ、ＤＥＢＩＯ－０２５、ＢＡＹ　５０－４７９８、ＭＤＸ０１０（イピリムマブ）
、ＰＢＳ　１１９、ＡＬＧ　８８９、およびＰＡ－１０５００４０（ＰＡ－０４０）から
なる群より選択され；
　（１３）上記インターフェロンが、ＰＥＧ化ｒＩＦＮ－α２ｂ、ＰＥＧ化ｒＩＦＮ－α
２ａ、ｒＩＦＮ－α２ｂ、ｒＩＦＮ－α２ａ、コンセンサスＩＦＮα（インフェルゲン）
、フエロン、レアフェロン、インターマックスα、ｒ－ＩＦＮ－β、インフェルゲン＋ア
クティミューン、ＩＦＮ－ωとＤＵＲＯＳ、アルブフェロン、ロクテロン、アルブフェロ
ン、レビフ、経口インターフェロンα、ＩＦＮα－２ｂ　ＸＬ、ＡＶＩ－００５、ＰＥＧ
－インフェルゲン、およびＰＥＧ化ＩＦＮ－βからなる群より選択され；
　（１４）上記リバビリンアナログが、レベトール、コペガス、およびビラミジン（タリ
バビリン）からなる群より選択され；
　（１５）上記ＮＳ５ｂポリメラーゼインヒビターが、ＮＭ－２８３、バロピシタビン、
Ｒ１６２６、ＰＳＩ－６１３０（Ｒ１６５６）、ＨＣＶ－７９６、ＢＩＬＢ　１９４１、
ＸＴＬ－２１２５、ＭＫ－０６０８、ＮＭ－１０７、Ｒ７１２８（Ｒ４０４８）、ＶＣＨ
－７５９、ＰＦ－８６８５５４、およびＧＳＫ６２５４３３からなる群より選択され；
　（１６）上記ＮＳ３プロテアーゼインヒビターが、ＳＣＨ－５０３０３４（ＳＣＨ－７
）、ＶＸ－９５０（テラプレビル）、ＢＩＬＮ－２０６５、ＢＭＳ－６０５３３９、およ
びＩＴＭＮ－１９１からなる群より選択され；
　（１７）上記α－グルコシダーゼ１インヒビターが、ＭＸ－３２５３（セルゴシビル）
およびＵＴ－２３１Ｂからなる群より選択され；
　（１８）上記肝臓保護物質が、ＩＤＮ－６５５６、ＭＥ　３７３８、ＬＢ－８４４５１
、およびＭｉｔｏＱからなる群より選択され；
　（１９）上記ＨＣＶの非ヌクレオシドインヒビターが、ベンゾイミダゾール誘導体、ベ
ンゾ－１，２，４－チアジアジン誘導体、フェニルアラニン誘導体、Ａ－８３１、および
Ａ－６８９からなる群より選択され；そして
　（２０）上記ＨＣＶを処置するための他の薬物が、ザダキシン、ニタゾキサニド（アリ
ネア）、ＢＩＶＮ－４０１（ビロスタット）、ＰＹＮ－１７（アルチレックス）、ＫＰＥ
０２００３００２、アクチロン（ＣＰＧ－１０１０１）、ＫＲＮ－７０００、シバシル、
ＧＩ－５００５、ＡＮＡ－９７５、ＸＴＬ－６８６５、ＡＮＡ　９７１、ＮＯＶ－２０５
、タルバシン、ＥＨＣ－１８、ＮＩＭ８１１、ＤＥＢＩＯ－０２５、ＶＧＸ－４１０Ｃ、
ＥＭＺ－７０２、ＡＶＩ　４０６５、バビツキシマブ、オグルファニド、およびＶＸ－４
９７（メリメポジブ）からなる群より選択される、
項目２６に記載の使用。
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